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Ⅰ はじめに 

本学では、2023 年 4 月に「生成系 AI（ChatGPT 等）の活用について」として、学生の皆さん

には、生成 AI の問題点を認識したうえで、適切かつ慎重な対応をお願いしました。 

しかし、近年、ChatGPT に代表される生成 AI は急速に発展・普及しており、大学での教育研

究活動においても、活用による効果やリスクなど正負両面の影響が指摘されています。 

このため、皆さんが本学での教育研究活動において生成 AI を活用する際の基本的な考え方や

留意すべき事項を示すことを目的として、このたび本ガイドラインを策定しました。 

 

Ⅱ 生成 AI の基本 

１．生成 AI の原理 

生成 AI とは、膨大なデータで機械学習した大規模な基盤モデル（AI モデル）に基づき、文章

や画像などの新しいコンテンツを生成する技術の総称です。このモデルは、ユーザーの入力（指

示）に含まれるパターンや確率を認識し、次に続くべき最適な情報を推論することで「生成」を

可能にします。 

なお、本ガイドラインは、大規模言語モデルを用いたテキスト生成 AI（例：ChatGPT、   

Copilot、Gemini 等）を主な対象としていますが、画像生成 AI、音声、動画などを生成する AI

全般を含みます。 

 

２．生成 AI の利用上の注意点と対策 

（１）個人情報や機密情報の取扱い 

生成 AI に入力した情報は、AI モデルの学習データとして利用され、意図しない情報流出やプ

ライバシー侵害のリスクを伴います。 

可能な限りオプトアウト（個人情報の利用拒否）の設定を行い、個人情報や機密情報、その他

外部に公開されると問題となる情報は絶対に入力しないでください。 

（２）ハルシネーションやバイアス 

生成 AI は事実ではない内容（ハルシネーション）や偏り（バイアス）を含む情報を、あたか

も事実であるかのように生成するといった技術的な限界があることを理解してください。また、

差別的なバイアスや誤情報の拡散にも注意が必要です。 

生成された情報を鵜呑みにせず、必ず複数の信頼できる情報源と照らし合わせて事実確認（裏

付け）を徹底して行い、批判的に検証する姿勢を身につけてください。 

（３）著作権侵害 

生成された文章や画像が、他者の著作物を無断で含んでいる可能性があり、意図せず著作権  

等を侵害する恐れがあります。生成 AI により出力されたものをレポート等に用いると、剽窃に

当たる可能性もあるため、注意が必要です。 



 

引用する場合は、これまでどおり、元となる一次資料を必ず確認し、適切に出典を示してくだ

さい。 

 

Ⅲ 授業における生成 AI の利用 

１．大学における学びの基本姿勢 

大学での学びの本質は、学生自身が主体的に思考し、知識を創造・伝達することです。 

生成 AI に過度に依存するのではなく、人間の能力を高めるための補助的なツールとして位置

づけ、自立した思考力と批判的な視点を持ち、自身の考えや分析を中心に据えることが重要で

す。 

大学における学修では、結果だけではなく解を得るためのプロセスも重視されます。生成 AI

の利用によって、自身の思考や工夫、知識・スキル獲得の機会を失うことがないよう注意してく

ださい。 

 

２．授業で生成 AI を利用する際のリスク 

 生成 AI は、学びを支える補助的なツールとして効果的に活用することができる一方で、頼り

すぎることにより学修の質の低下につながる恐れがあることから、十分に注意して活用しなけれ

ばなりません。特に次の事項には注意が必要です。 

＜法的なリスク＞ 

○個人情報・機密情報の漏洩のリスク 

○著作権侵害のリスク 

 ＜学修の質の低下のリスク＞ 

  ○事実ではない内容（ハルシネーション）が含まれるリスク 

  ○偏り（バイアス）のリスク 

  〇本来、学修の結果として身につけられるはずであった力が身につかないまま、正しくない

学修記録が残るリスク 

 

３．授業における活用例 

授業においては科目や課題の到達目標に基づき、担当教員が生成 AI の使用の可否や利用範囲

をシラバスや授業中に指示することがありますので、必ずその指示に従ってください。 

また、生成 AI の利用に際して判断に迷う場合は、速やかに担当教員に相談してください。 

なお、学びの質を高めるための生成 AI の活用例としては、以下のような主体的な学びの補

助・支援が考えられます。 

＜生成 AI の活用例＞ 

○ブレインストーミング 

○論点の洗い出し 

○情報収集 

○文章校正 

○翻訳 

○プログラミング 

〇その他、授業内容に沿った活用 



 

４．課題（レポート、論文）・試験・研究における注意 

生成 AI は、インターネットでの検索と同様に、情報の検索ツールとして有効です。レポー

ト・論文の作成をはじめ研究活動においても、大量のデータ・資料の把握や要約、分析において

活用することが考えられます。 

ただし、生成 AI によって発見した先行研究や情報については必ずその真偽を自分自身で確認

する必要があります。 

さらに、生成 AI だけに頼ることなく、インターネット上に公開されていない図書等の紙媒体

の資料も含めて先行研究や情報を検索する必要があります。 

また、以下のような利用については、不正な行為とみなされることがあるため注意が必要で

す。 

＜注意が必要な事例＞ 

○レポート等の成果物作成において、生成 AI が出力した内容を、そのまま、あるいは一部

改変しただけで、自身が作成したものとして提出すること。  

○出典を明示せずに生成 AI の出力を引用すること。 

○小テスト、レポート課題、定期試験等で、使用が禁止されているにもかかわらず生成 AI

を使用すること。 

○生成 AI を利用したことを隠して不正に評価を得ようとすること。 

上記のとおり、生成 AI により作成されたものを、一部であっても自身の成果物とすることは

断じてすべきではありません。生成 AI を活用することが認められている授業においても、その

成果物を提出する際は担当教員の指示により、どの部分において生成 AI を活用して作成したか

を明示することが必要になる場合があります。 

＜記載する項目の例＞ 

○利用した生成 AI の種類、バージョン 

○利用年月日 

○用いたプロンプト（AI への指示）の概要 

○生成 AI をどの部分で、どのように利用したか 

 

Ⅳ ガイドラインの見直しについて 

生成 AI に関する技術は急速に進展するため、本ガイドラインは今後の状況変化を踏まえて継

続的に見直しを行います。 

 

Ⅴ おわりに 

本学は、建学の精神に基づき「真実を求め、真実に生き、真実を顕かにする」ことのできる人

間の育成を教育理念・目的としています。生成 AI に頼りきるのではなく、自身の力で考え、学

び、確かめる姿勢を忘れないでください。生成 AI の原理や限界を正しく理解し、倫理観と責任

感を持って活用することで、自らの学びを深め、成長につなげてください。 

 

以上 


